
新刊「公立病院改革と医療政策」2022年4月21日発売

この度、玄武書房は、新刊「公立病院改革と医療政策」を2022年4月21日  に発売しました。
公立病院の経営悪化による地域医療の存続が脅かされてる現状において、今後の公立病院改革の
方向性を明確に示す学術書です。

「公立病院改革と医療政策」
詳細：

https://www.amazon.co.jp/dp/4909566546/

■書籍タイトル
「公立病院改革と医療政策」
著者：川島秀樹・白木秀典・後藤浩士
4月21日  、全国販売開始
＜本文と画像＞
https://genbu-shobo.com/pr20220421/

■「公立病院改革と医療政策」について
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地域医療を支える公立病院の経営悪化が深刻な社会問題になっており、病院閉鎖による医療不在
も現実のものとなっている。本書ではアンケート分析、評判分析、経済効果の分析手法、および
病院のガバナンスの事例を加えて、今後の公立病院改革の方向性について経済学的なデータに基
づき明確にその道筋を示した。
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